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１１月 １９日（水） 文化教育活動（５，６限）
２０日（木） キャンパスカウンセリング
２１日（金） 進学者模擬面接（部主任）
２３日（日） 全商ビジネス文書検定
２７日（木） 月曜日の授業
２８日（金） キャンパスカウンセリング

１２月 ４日（木） キャンパスカウンセリング
５日（金） 期末考査【～１１日（木）】

１２日（金） 午前中授業（～２４【３，４，５，６の授業】）
１７日（水） 探究活動発表会（１～３限）テスト返却LHR（４限）
１８日（木） キャンパスカウンセリング

１２月 １９日（金） 球技大会
２１日（日） 全商英語検定
２３日（火） 人権映画（３限）講義棟 年次集会（４限）
２４日（水） 大掃除 終業式 LHR
２５日（木） 冬季休業（～１月７日）冬季補習①

食物調理技術検定・保育技術検定
２６日（金） 冬季補習② 保育技術検定

１１月１９日～１２月の行事予定

Follow Your Heart and Intuition

３年５組担任 白川 拓也

Your time is limited, so don’t waste it living someone else’s life.

「あなたの人生の時間は限られているから、他の人の人生を生きるための無駄にしてはいけません。」

Steve Jobs (Apple創設者)

皆さんがこの香寺高校で過ごす時間も残り約50日となり、時間の速さに驚くばかりです。そして卒業し

てからは、皆さんはそれぞれが決めた進路先で新たな生活、人生を送ることになりますが、そこでは「自

分で決める」ことが今まで以上に大切になります。例えば大学に進学した場合、どの講義を履修するのか

とかどのサークルに入るのか、どんな仕事に就くのか…。そこには正解が示されなければ、常に道を指示

してくれる人がいるわけでもありません。助けてくれる人がいても、最後に決めるのは「自分」なのです。

2025年が終わり、卒業が間近に迫っている皆さんは、「自分で決める」準備は出来ているでしょうか？

大人になるにつれて選択肢は増える一方で、その中でどれを選ぶべきなのか誰もが悩みながら生きてい

ます。私もその一人です。そんなときに私が指針としているのが冒頭の言葉です。Steve Jobsは自分の信

念をもってAppleを発展させ、iPhoneやiPad、Macなど世界中で使われている素晴らしい製品を生み出し

てきました。彼は常に「自分がやりたいこと」を明確にして自分の人生を生きてきました。誰かの人生に

従うのではなく、自分自身の人生を生きるために。

私は皆さんにも自分だけの人生を生きていくために「本当に自分がしたいこと」を大切にしてほしいと

思います。人と違っていても笑われても胸を張って大切だと言い切れる何かを。それを追い求めて生きる

人生は充足感に満ちたものになるはずです。

タイトルもまたSteve Jobsの言葉で「自分の心と直感に従いなさい」という意味です。本当にしたいこ

と、なりたいものはきっともう皆さんの中にあるのかもしれません。それに気づいたら、否定せずに自分

の気持ちを大切にしてあげてください。
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巻頭イラスト ３年１組 荒木 里桜

受 験

１組 後藤田 昂翔
私は小さい頃からの夢であった姫路市消防士の採用試験を受けました。一次試験の筆記、体力試験を通過し、

二次試験にも合格しました。そして来年度から消防官として働くことが決まりました。専門学校の生徒にも負
けないよう努力し、最終的に合格を勝ち取れ、夢を叶えることができました。一人一人が色んな夢を持ってい
ると思います。今はその夢を叶えようとしているしんどい時期だと思います。ですが、それを乗り越える事が
できたなら、必ず成長できると思います。 そして５２回生なら結果を出せると思います。夢を叶えるために
頑張っていきましょう。

２組 船木 虹湖
私は進学ではなく就職する道を選びました。周りの多くが進学のために勉強している中、私は沢山の面接練

習をしてきました。一学期の中間テストが終わってから、村岡先生や外部講師の方に面接指導をして頂きまし
た。入退室の仕方と自己分析から始まり、いろんな質問に答えることをしてきました。想定外の質問に言葉が
詰まってしまったり、難しい質問が理解できなくて答えられなかったりしたこともありました。しかし、学校
でも家でもたくさん練習して本番ではあまり緊張することなく笑顔で答えることができました。来年からは社
会人として頑張ります。

３組 大橋 華
受験を終えて、これまでの毎日が少しずつ終わりに近づいていることを実感しています。高校生として過ご

せる時間が少なくなっていると思うと、寂しさと同時に、これからの自分に対しての責任を感じます。日々の
生活の中で、自分の行動が将来にどう繋がるのかを意識するようになり、自分の行動に責任を持ち、よく考え
るようになりました。受験を通して、自分の努力や判断が結果につながることを実感しました。この経験を糧
に、高校生としての残りの時間も大切に過ごしつつ、大学生活では沢山のことを学び、活かし、さらに自分の
可能性を広げていきたいです。

４組 岡田 彩那
受験を終えて、受験期間は不安や焦りで一杯でしたが、家族や友達、先生方など、たくさんの周りの方々に

支えて頂き受験に臨むことができました。支えてくださった方々には感謝の気持ちで一杯です。この受験を通
して色々なことに気づき、たくさんのことを学ぶことができたと思っています。特に周りの支えの大きさや、
計画を立てて取り組むこと、準備を怠らないことの大切さを学ぶことができました。これからは残りの高校生
活を楽しんでいきたいと思います。

５組 埴岡 敢太
僕は先日面接を終えました。本番は意外と緊張しませんでしたが、面接室に入るまでの不安と緊張はすごく、

受験独特の雰囲気を感じました。人生初の面接が自分の納得のいくものになり安心しました。ここまで準備や
練習を積み重ねてきたことが、今の僕の気持ちにつながったと思います。進学する人は、大学に行くか専門に
行くか、一般で行くか推薦で行くかなど、様々ですが、合格というゴール目指して頑張りましょう。


